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【審議会 参考資料２】 

 

２ 地下水利用における問題点 

 

 

・このようなバックアップ目的で水道を接続している事業者から「バックアップ負担金」

を徴収している水道事業体もある。 

・一部の水道事業体では、制度導入後、数年で制度を廃止したところもある。 

  

（１）水道水を利用している場合

（２）水道に接続しているが休止している場合

・水道メーターの使用期限は8年
・取替工事は市が行うため使用者負担なし
・水道休止中であっても交換は必要
・口径が大きくなるほど高額となる

さらに、8年ごとにメーター交換費がかかる

基本料金・従量料金ともに収入あり

施設建設費・維持管理費が回収できる

基本料金・従量料金ともに収入なし

施設建設費・維持管理費が回収できない
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４ 地下水・水道の大口使用者 

（１）水使用上位 20件 

 上位 20件のうち、地下水が 15件、水道が 5件となっている。 

 

Ｒ3年度
使用水量
月平均

1 Ａ社 製造業 6,042㎥ 地下水
2 Ｂ社 クリーニング業 5,892㎥ 地下水
3 Ｂ社 クリーニング業 5,724㎥ 地下水
4 Ａ社 製造業 5,654㎥ 地下水
5 Ｃ社 娯楽施設 4,839㎥ 地下水
6 Ｄ社 製造業 4,426㎥ 地下水
7 Ｅ社 製造業 4,348㎥ 地下水
8 Ｆ社 小売業 3,575㎥ 地下水
9 Ｇ社 医療・福祉 3,433㎥ 地下水

10 Ｈ社 製造業 3,098㎥ 地下水
11 Ｉ社 クリーニング業 2,508㎥ 地下水
12 Ｊ社 製造業 1,891㎥ 地下水
13 Ｋ社 ホテル業 1,376㎥ 地下水
14 a社 医療・福祉 1,334㎥ 水道
15 b社 製造業 1,230㎥ 水道
16 Ｌ社 製造業 1,210㎥ 地下水
17 Ｍ社 医療・福祉 1,139㎥ 地下水
18 c社 医療・福祉 1,111㎥ 水道
19 d社 医療・福祉 1,089㎥ 水道
20 e社 小売業 1,010㎥ 水道

区分No. 会社 業種
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13 審議事項 2 

 

・各月の事業用水道水量が最も大きいのは、福祉施設Ａ、ゴルフ場Ｂ、食料品製造Ｃの 3者 

・このうち、月 2,000 ㎥を超えるのは、2者、11 ヶ月 

・月 3,000 ㎥を超えた月はなく、最大でＨ30年 7月の 2,884 ㎥ 

平成30～令和3年度　事業用水道水量の最大値

平成30年度
Ｈ30.4 Ｈ30.5 Ｈ30.6 Ｈ30.7 Ｈ30.8 Ｈ30.9 Ｈ30.10 Ｈ30.11 Ｈ30.12 Ｈ31.1 Ｈ31.2 Ｈ31.3
－ 2,009㎥ 2,278㎥ 2,884㎥ 2,574㎥ 2,661㎥ 1,756㎥ 2,218㎥ 1,882㎥ 1,973㎥ 1,870㎥ 1,746㎥
－ 福祉施設Ａ ゴルフ場Ｂ ゴルフ場Ｂ ゴルフ場Ｂ ゴルフ場Ｂ 福祉施設Ａ ゴルフ場Ｂ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ

令和元年度
Ｒ1.4 Ｒ1.5 Ｒ1.6 Ｒ1.7 Ｒ1.8 Ｒ1.9 Ｒ1.10 Ｒ1.11 Ｒ1.12 Ｒ2.1 Ｒ2.2 Ｒ2.3
1,814㎥ 1,653㎥ 2,139㎥ 2,108㎥ 2,610㎥ 2,475㎥ 2,455㎥ 1,923㎥ 1,710㎥ 1,706㎥ 1,652㎥ 1,636㎥

福祉施設Ａ 福祉施設Ａ ゴルフ場Ｂ ゴルフ場Ｂ ゴルフ場Ｂ ゴルフ場Ｂ ゴルフ場Ｂ ゴルフ場Ｂ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ

令和2年度
R2.4 R2.5 R2.6 R2.7 R2.8 R2.9 R2.10 R2.11 R2.12 R3.1 R3.2 R3.3
1,556㎥ 1,548㎥ 1,537㎥ 1,600㎥ 1,638㎥ 1,637㎥ 1,684㎥ 1,502㎥ 1,480㎥ 1,409㎥ 1,370㎥ 1,380㎥

福祉施設Ａ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ ゴルフ場Ｂ ゴルフ場Ｂ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ

令和3年度
Ｒ3.4 Ｒ3.5 Ｒ3.6 Ｒ3.7 Ｒ3.8 Ｒ3.9 Ｒ3.10 Ｒ3.11 Ｒ3.12 Ｒ4.1 Ｒ4.2 Ｒ4.3
1,237㎥ 1,332㎥ 1,287㎥ 1,335㎥ 1,485㎥ 1,553㎥ 1,415㎥ 1,488㎥ 1,307㎥ 1,313㎥ 1,218㎥ 1,199㎥

福祉施設Ａ 食料品製造Ｃ 食料品製造Ｃ 食料品製造Ｃ 福祉施設Ａ ゴルフ場Ｂ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ 福祉施設Ａ

2,000㎥以上


